
iberty
ntelligence
ur
ation's
afety

・・・・・・・・・・・・・・・・自由を守り
・・・・・・・知性を重んじ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・われわれの
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・国の

・・・・・・・・・・・・・・・安全をはかる

L
I
O
N
S

スローガン

P R 版会 報

尊き献眼者ご芳名

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
に

な
り
、
早
五
年
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終
息
が

見
え
な
い
中
、
昨
年
前
半
よ

り
行
動
宣
言
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
外
国
か
ら
の

来
日
客
に
対
す
る
水
際
対
策

も
な
く
な
り
、
社
会
経
済
活

動
も
次
第
に
活
発
と
な
り
ま

し
た
。
従
っ
て
裾
野
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
に

つ
い
て
も
、
今
年
度
は
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
と
自
主
的
感
染
対

策
に
よ
り
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
今

年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
つ

な
げ
て
ゆ
こ
う　

奉
仕
と
奉

仕
さ
れ
る
心
」
の
も
と
、
コ

ロ
ナ
に
よ
り
分
断
、
孤
立
さ

れ
た
人
と
人
の
心
を
つ
な
ぎ
、

社
会
経
済
活
動
も
、
ク
ラ
ブ

全
員
で
つ
な
げ
る
奉
仕
活
動

を
継
続
し
て
ゆ
く
所
存
で
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

裾
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
奉
仕
活
動
の
第
一
は
献
眼
、

献
腎
、
献
血
奉
仕
で
、
献
眼

者
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

五
四
〇
霊
を
超
え
、
献
血
も

例
年
ど
お
り
市
役
所
駐
車
場

を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

二
月
三
日（
金
）に
実
施
予
定

で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
第
二
は
青
少

年
の
健
全
育
成
活
動
と
し
て
、

市
内
小
、
中
、
高
校
生
に
よ

る
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
今

年
度
は
中
止
）、
選
抜
学
童
野

球
大
会
に
加
え
、
今
年
度
は

「
シ
ニ
ア
健
康
増
進
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

活
発
に
交
流
活
動
を
続
け
る
、

裾
野
市
内
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
へ
の
協
賛
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
第
三
は
自
然
環
境
の
維

持
整
備
活
動
と
し
て
、
せ
せ

ら
ぎ
児
童
公
園
の
清
掃
作
業
、

パ
ノ
ラ
マ
ロ
ー
ド
の
紫
陽
花
、

芝
生
の
ひ
ろ
ば
の
手
入
れ
、

市
内
北
部
の
観
光
地
で
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
へ
の
会
員
参
加

を
し
て
い
ま
す
。
第
四
と
し

て
は
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
啓

発
活
動
で
、
小
児
が
ん
の
患

者
に
希
望
と
喜
び
を
与
え
る

ヘ
ア
ウ
ィ
ッ
グ
を
提
供
す
る

た
め
、
31
㎝
以
上
の
黒
髪
を

提
供
す
る
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
人
と

人
と
の
心
を
つ
な
ぎ
、
社
会

経
済
を
も
つ
な
げ
て
ゆ
く
活

動
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の

活
動
に
共
感
、
賛
同
を
い
た

だ
け
る
方
々
の
入
会
を
歓
迎

い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
就
任
か
ら
約
一
年
、

裾
野
市
の
魅
力
を
最
大
限
活

用
し
て
、
住
ん
で
み
た
い
、

働
い
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る

よ
う
に
発
展
の
礎
を
築
か
な

け
れ
ば
と
強
く
感
じ
、
市
政

に
専
心
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、

昨
年
は
、
支
援
制
度
の
拡
充

や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

企
業
誘
致
の
ほ
か
、夏
山
シ
ー

ズ
ン
到
来
に
合
わ
せ
た
ヘ
ル

シ
ー
パ
ー
ク
裾
野
の
早
期
営

業
再
開
、
準
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
ま
ち
を
掲
げ
る
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

強
化
な
ど
、
県
外
、
市
外
か

ら
の
交
流
人
口
を
増
や
す
取

り
組
み
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
市
で
は
、
公
園
整

備
や
、
市
営
プ
ー
ル
跡
地
へ

の
認
定
こ
ど
も
園
誘
致
な
ど
、

市
民
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
事
業
の
実
現
を
図
っ

て
い
ま
す
。
市
民
ニ
ー
ズ
や

困
り
ご
と
を
よ
り
多
角
的
に

把
握
で
き
る
よ
う
、
地
域
に

飛
び
出
す
市
長
室
や
デ
ジ
タ

ル
目
安
箱
の
開
始
な
ど
、
広

聴
機
能
の
強
化
も
行
っ
て
い

ま
す
。

更
に
、
財
政
非
常
事
態
宣

言
か
ら
の
早
期
脱
却
の
た
め
、

ビ
ル
ド
＆
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
よ

る
事
業
の
取
捨
選
択
、
公
共

施
設
再
編
、
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
の
税
収
増
加
策
な
ど
に

よ
る
財
政
再
建
を
進
め
て
い

ま
す
。

本
年
も
「
人
と
企
業
に
選

ば
れ
る
裾
野
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、
数
多
く
の
新
た
な

施
策
を
実
施
し
ま
す
。
日
本

一
市
民
目
線
の
市
役
所
を
目

指
し
た
改
革
を
断
行
し
、
裾

野
市
発
展
の
た
め
、
今
年
が

大
き
な
一
歩
と
な
る
よ
う
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
一
九
六
五
年
の
創
立

以
来
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ

て
「
W
e　
S
e
r
v
e
」
の
理

念
も
と
、
市
内
清
掃
、
献
血
、

青
少
年
健
全
育
成
、
ヘ
ア
ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
等
、
様
々
な
地

域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
活

動
も
選
ば
れ
る
裾
野
市
へ
貢

献
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
と
も
市
へ
ご
協
力
を
賜

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
末
永
く
お
力
添

え
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

ご
多
幸
と
新
た
な
時
代
に
向

け
て
大
き
な
飛
躍
と
向
上
の

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

善意の瞳は今も生き続けております

人目 献眼者ご芳名 住　所ご逝去日

541
542
543
544
545

須　山
茶　畑
茶　畑
富　沢
稲　荷

2022. 1. 16
2022 4. 10
2022. 10. 3
2022. 10. 5
2022. 10. 29

故・渡邉　あき子様
故・市川　行男様
故・山田　周洞様
故・田口　昭一様
故・勝間田穂積様

新
年
ご
挨
拶

裾
野
市
長
　
村
　
田
　
　
　
悠

裾
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会　

長
　
横
　
山
　
昌
　
孝

つ
な
げ
て
ゆ
こ
う

　
奉
仕
と
奉
仕
さ
れ
る
心
を

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
貢
献
活
動
の

一
つ
で
あ
る
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
「
小
児
ガ
ン
な
ど
で
頭
髪

を
失
っ
た
子
供
た
ち
に
人
毛
の
ウ
ィ
ッ
グ
を
作
り
無
償
で
提
供

す
る
」
活
動
で
す
。
裾
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
前
年
８
名

か
ら
大
幅
に
増
加
し
昨
年
（
10
月
末
現
在
）
25
名
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
、
そ
の
内
訳
は
幼
児
２
名
、
小
学
生
８
名
、

中
学
生
３
名
、
高
校
生
３
名
、
成
人
９
名
で
す
。
内
の
小
中
学

校
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
の
事
業
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
。
寄
付
し
て
頂
け
る
髪
は
①
完
全
に
乾
い
た
②
ヘ
ア
ー

カ
ラ
ー
し
て
い
な
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
髪
の
毛
③
長
さ
31
㎝
以
上

で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
て
お
り
ま
す
。
寄
付
の
手
順
は
①
裾
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局
に
連
絡
（
９
９
３―

０
０
０
７
）②
必
要
な
キ
ッ
ト
と

説
明
書
を
お
渡
し
し
ま
す
③
裾
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
提
出

④
裾
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寄
付
先
に
届
け
ま
す
。

ヘアドネーション
カットの様子

ヘアドネーションご協力ありがとうございます

発行日／2023年1月●日（●）
発行所／裾野ライオンズクラブ MC・社会奉仕委員会　事務局／裾野市佐野921-3　TEL.993-0007

After

Before（2022年 1月～ 2022年 12月）

桃園霊園内にある献眼供

養碑の美化活動の機会を

増やし、いつ訪れてもき

れいな状態で参拝できる

様に維持します。



『つなげてゆこう　奉仕と奉仕される心を』2022～2023年度
会長スローガン『つなげてゆこう　奉仕と奉仕される心を』
2022～2023年度
会長スローガン

裾野ライオンズクラブのホームページ http://www.susonolc.com/ 日頃の活動状況をタイムリーにお届けしておりますので、
是非　定期的にご覧いただきたいと思います。

新会員紹介新会員紹介 （入会順）（入会順）　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
活
動
内
容
が
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。そ
れ
で
も
奉
仕
と
奉
仕
さ
れ

る
心
を
つ
な
げ
る
べ
く
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
目
の
見
え
な
い
方
に
角
膜
を
提
供
す
る

献
眼
活
動
と
、
昨
年
よ
り
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も

積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
様
な
私
た

ち
と
活
動
す
る
仲
間
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。地
域

の
た
め
に
一
緒
に
奉
仕
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
活
動
を
一
緒

に
し
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
は
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
０
５
５
ー
９
９
３
ー
０
０
０
７
）又
は
メ
ン
バ
ー
ま
で

一緒に奉仕の仲間になりませんか
共に社会奉仕や青少年育成、国際交流などの活動を行うメンバーを募集しています。

「我々は奉仕する」をモットーとして、地域社会へ奉仕するという共通の理念を持つ人々が集
っている奉仕団体です。ライオンズは、地域社会と世界のニーズに対応します。
206の国および地域にあるライオンズのボランティア組織に属する135万人の会員は多くの点

でそれぞれに違いがありますが「コミュニティとは自分たちが作るもの」という信念は会員すべて
が共有する中心となる信念です。

● ライオンズクラブとは

　本クラブの会員は、ライオンズクラブ活動に理解を持ち、地域社会に奉仕し、友愛と相互理解
を有した社会人とする。入会は当クラブ会員の推薦者（スポンサー）の招請のみによる。申込が
あった場合、委員会で検討したうえで理事会に諮り、理事の投票で賛成を得て、例会で会員の
承認を得てから新会員候補者は本クラブの会員となるべく招請を受ける。新入会員は入会金
を入会手続きの際納入し、会員はクラブの請求に従い経常年会費を納入します。会費はクラブ
や例会の運営費や奉仕活動の事業資金として利用されます。
　ご入会を希望される方は裾野ライオンズクラブ事務局までお問合せ下さい。

会員資格と手続きについて

静岡県裾野市佐野921-3 大橋ビル２Ｆ 
TEL：055-993-0007　FAX：055-993-8737　Email：slc@ka.tnc.ne.jp■事務局

（2022・１・18）

堀　秀成
トヨタ自動車（株）
東富士研究所

社
内
の
人
事
異
動
に
伴
い
2
0
2
2

よ
り
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
元
を
愛
し
、
ひ
た
む
き
に
奉

仕
活
動
を
行
う
諸
先
輩
方
の
皆
さ
ん
の

姿
が
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
映
っ
て
い

ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
真
摯
に
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（2022・4・19）

益子　泉
第一生命保険（株）

前
任
よ
り
引
継
ぎ
４
月
か
ら
入
会
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性
の
入
会
は

初
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
が
、
諸
先

輩
方
に
は
大
変
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
ま
す
よ

う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（2022・4・19）

上野　悟
（株）清水銀行
裾野支店

裾
野
支
店
に
着
任
し
、
前
任
同
様
入

会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
裾
野
で
、
ク
ラ
ブ
会
員

の
皆
様
と
と
も
に
裾
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
奉
仕
の
精
神
に
則
り
、
地
域
の
発

展
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
貢
献
で
き

る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（2022・12・6）

市川　明宏
平電機（株）

12
月
よ
り
歴
史
と
伝
統
あ
る
裾
野
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
通
し
、
奉
仕
の
精
神
を
培
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

今年に入り新型コロナウイルス感染の波が第６・７・８波といつ終息するのか見えない状況で、年始からしばらく例会の書面開催

や時短開催とできる範囲での活動となりました。そこから徐々に感染対策をしつつ例年通りの活動に戻し始めた年となりました。

７月５日　キックオフ例会
新旧会長バッチ引継ぎ
新年度スタート

７月19日　納涼例会
（東名カントリー）

7月16日
裾野市社会福祉大会

献眼者厚生労働大臣
感謝状伝達式

7月29日
シニアグランド
ゴルフ大会　協賛
（裾野市総合グラウンド）

12月6日　献眼供養例会
(桃園霊園)

10月4日
クリーン作戦
富士山麓須山地区
周辺 ごみ拾い清掃

10月9日
フードバンク

10月18日
JC合同例会

８月２日　清掃活動
紫陽花・芝生ひろば
整備

５月10日
諏訪湖LC訪問

６月７日
社会見学例会
（大和印刷（株））

６月25日
学童野球協賛
（裾野市運動公園野球場）

５月１７日　講師例会
（講師：プロゴルファー時任様）

２月４日　献血活動 ３月９日　フードドライブ ４月５日　清掃活動
せせらぎ児童公園清掃整備


